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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 
 本研究は、申請者が産業教育学会や工業技術学会等で確立した３本の査読論文や関連のその他の通
常論文や学会発表と、筆者が大阪府内の工科高校（中等教育）において「課題研究」や課外活動を通
じて、学生とともに実践し、これまでに１０数件の発明に到った経験をふまえ、産業教育における創
造性の分析とそのプロセスのモデル化をおこなったものである。具体的には、「創造性測定指標の客
観性の確立」「創造性指標と創造的性格の連動モデル（３因子構造モデル）の確立」をおこない、そ
の結果は「創造性教育課程（課題研究）」修了者に関する調査で、起業の割合が高く創造性の３因子
が高いという結果となり、このような実践の教育現場でも確認された形である。また、実際に申請者
が工業高校で成功した製品開発スキームを、製品開発プロセスとして整理し１３のプロセス要素とし
て抽出した。これを既存のイノベーションや創造的思考のモデル（伊丹、延岡、シュワルツ、ＩＤＥ
Ｏなど）と比較し、全くオリジナルな点（困難分解法）、学校システムに有効なプロセス、企業シス
テムに有効なプロセスを見いだした。以上の結果は、先行研究が少ない分野でオリジナリティが高く、
また今後の創造性教育や製品開発等の指針となる可能性があり、社会的有用性も大きいものであり、
優秀なものといえる。申請者は、実務経験を活かし、これまで研究が少なかったが必要性は高い産業
教育における創造性の育成と発揮の領域において新しい知見を追加し、具体的な創造性教育のモデル
の指摘をおこなった点で、博士学位授与に適するものと判断する。 
 
 
